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１．研究計画の概要 Bridgeland の安定性条

件、双有理 Torelli の反例、ある種の代数多

様体（次元が低い場合や、３次元トーリック

ファノ多様体）の導来圏のある種の生成元の

存在など、代数多様体の導来圏に関するいく

つかの結果を得た。 
 
２．研究の進捗状況 私は阪大の植田氏、広

大の石井氏とともに A型特異点の極小特異点

解消で得られる多様体の Bridgeland の安定

性条件の空間を決定した。正確にはこの空間

が単連結かつ連結であることを示した。連結

性は以前、この多様体の導来圏の自己同値群

の生成元を見つけたが、その結果の応用であ

る。また単連結性に関してはホモロジカルミ

ラーシンメトリーを用いた。安定性条件の空

間はしばしば単連結かつ連結であると信じ

られているが、なかなかそれを調べるのは難

しく、我々の結果はその特殊な場合を示した

結果である。 
また有理楕円曲面同士のファイバー積で

得られる３次元多様体を使って、双有理

Torelli の反例、つまり導来同値、ホッヂ構造

が同型であるような多様体で、双有理でない

ような例を得た。これが導来圏を用いて示す

点が新しいところである。これは以前有理楕

円曲面のフーリエ向井パートナーを示した

時の結果を一部拡張することで得られた。 
さらに戸田氏との共同研究で、それまで知

られていた、Van de Bergh 氏の結果、つま

りファイバーの次元が高高１次元であるよ

うな射影的写像を持つある種の代数多様体

に対し、その導来圏は tilting generator を持

つ、という結果をファイバー次元が２次元の

場合に拡張し、その応用として、グラスマン

多様体 G(4,2)の余接束の導来圏の tilting 
generator を発見した。さらに向井フロップ

で結ばれる多様体の導来同値も示した。 
またトーリック多様体では標数によらず

フロベニウス写像（の類似）が定義される。

私は構造層のフロベニウス順像を用いるこ

とで３次元トーリックファノ多様体）の導来

圏のある種の生成元（full strong exceptional 
collection）の存在を示した。構造層のフロベ

ニウス順像が導来圏を生成することは

Bondal が予想していたが、私は論文の中で

この主張を示した。 
 
３．現在までの達成度  
②概ね順調に進展している。 
（理由）上記のように導来圏、分類理論にか
かわるいくつかの結果を出したため。 
 
４．今後の研究の推進方策  
基盤研究 Bに引き継ぎ、ミラー対称性や McKay
対応まで、より対象を広め、代数多様体の導
来圏を中心とした研究を推し進めたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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